










This study aims to clarify that individual high batting average players and low batting average 
players show distinctive batting characteristics depending on the counts and runners on bases. It 
also aims to explore effective pitch combinations based on their batting characteristics. 
Players who were at bat for a specified number of times in the Spring League held by the 
Kankoshin Student Baseball Federation in 2012 were selected for the study. Two groups were 
created: the top players with a batting average of 0.300 or above and the bottom players with a 
batting average of 0.150 or below. 
The batting performances of the two groups were classified according to count at bat and the 
presence of runners on bases, and the batting averages of each group by situation were calculated. 
At the same time, the batting averages of each group in individual “count favorable to the hitter” 
and “count favorable to the pitcher” were calculated. The test of independence was also conducted 
to investigate the correlation between counts to batters levels. The following results were obtained; 
 
1. The top players recorded a high percentage of getting a hit in the first or second pitch. They also 
achieved a high batting average in both count favorable to the hitter and count favorable to the 
pitcher. In addition, they tended to achieve a high batting average after two strikes. 
 
2. The bottom players recorded a lower batting average in count favorable to the pitcher than in 
count favorable to the hitter. They tended to record a low batting average in every count, but the 
relatively high percentage they got relatively high percent of hitting in the first pitch. 
 
3. The top players were not affected by whether or not runners were on bases. On the other hand, 
the batting performances of the bottom players varied with the presence of runners on bases;  they 




































考慮した 0-0 時の投球で心掛けるポイントなどを明らかにしている。しかし，これは 0-0
時のいわゆる「初球の投じ方」に的を絞ったものであり，ほかのボールカウント時につい
ては触れられていない。 




























本研究の対象は，2012 年度に開催された関甲新学生野球連盟春季 1 部リーグ戦とした。















1 塁に走者がいる状況を「走者 1 塁」，走者が 2 塁，1・2 塁，3 塁，2・3 塁，1・3 塁，満
塁の状況を合わせて「走者得点圏」として，全部で 3 つの状況に分類した。（図 1）さらに，
打撃結果が生じた際のボールカウントについて「0-0」，「0-1」，「0-2」，「1-0」，「1-1」，「1-2」，
「2-0」，「2-1」，「2-2」，「3-0」，「3-1」，「3-2」の 12 の状況に分類した。（図 2）そして，こ
れらの状況別に分類された合計 36 の状況での状況別打率を算出した。さらに走者の位置に
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 打撃成績上位グループの全状況での打撃結果は 274 打数で 100 安打，打率は.365 であっ
た。ボールカウント毎の打率ではボールカウント 0-0 からボールカウント 3-2 までの 12 の
ケースのうち，最も打率が高かったのは.714 を記録したボールカウント 3-1 のケースであ
った。 これは打者優位のボールカウントであり妥当な結果である。ほかにはボールカウン
トが 0-0，0-1，1-0 の 3 ケースで打率が.450 を越えるなど 8 つのケースで.333 以上を記録し
た。打率が.300 を下回ったのは 3 ケースであり，ボールカウント 1-2 で.256，ボールカウ
ント 2-0 で.250，ボールカウント 3-2 で.214 という打率であり， 著しく低くなったのはボ
ールカウント 3-2 のケースだけであった。ボールカウント別安打出現率はボールカウント
2-2 のケースが一番高く 17%，続いて 0-0 のケースが 16%であった。いわゆる平行カウン
トのケースで安打出現率が高くなり，打者優位とされるボールカウントでは著しく高い傾
向は見られなかった。なお，ボールカウント 3-0 については打数そのものが 0 であった。
（表 1） 
打撃成績上位グループの走者の有無による傾向をみると，走者が塁上にいないケースでは，
153 打数 50 安打，打率は.327 であった。ボールカウント毎の打率ではボールカウント 0-0
からボールカウント 3-2 までの 12 のケースのうち，最も打率が高かったのは.750 を記録し
たボールカウント 3-1 のケースであった。12 ケースのうち，9 ケースで打率が.300 を 越え
ており，特にボールカウント 0-1 で.455，ボールカウント 0-2 で.500 とストライクが先行し
た投手有利ボールカウントでの打率が高かった。打率が低かったのはボールカウント 1-2
とボールカウント 3-2 で，それぞれ.200 と.263 となった。ボールカウント別安打出現率は
ボールカウント 2-2 のケースが一番高く，18%であった。続いて出現率が高かったのはボ
ールカウント 0-0，0-1，1-0，1-1，1-2，3-2，のケースで 10%であった。（表 2） 
走者 1 塁のケースでは 31 打数 16 安打，打率は.516 であった。このケースでは打数自体が
ほかのケースと比較して少なく，ボールカウント 0-2，3-0，3-2 の 3 ケースで打数が 0 であ
った。残りの 9 ケースではボールカウント 2-0 の打率が 1.00 で最も高くなり，続いてボー
ルカウント 0-0 のケースで.750，2-1 と 2-2 のボールカウントで.667 を記録した。一方，ボ
ールカウント別安打出現率はボールカウント 1-0 のケースが 25.0%と突出していた。続い
て 0-0 のボールカウントで 18.8%，1-2,2-1,2-2 のボールカウントで 12.5%であった。打率が
低いケースはボールカウント 0-1，3-1 の 2 ケースであり，どちらも打率.300 を下回ってい
た。（表 3） 
走者が得点圏にいるケースでは 90 打数 34 安打で打率は.378 を記録した。ボールカウント
毎の打率ではボールカウント 0-0 からボールカウント 3-2 までの 12 のケースのうち，ボー
ルカウント 0-0，0-1，1-0，3-1 の 4 ケースで打率.500 を越える一方で，0-2，2-0，2-1，3-2
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の 4 ケースで打率が.200 を下回っており，ボールカウント別の打率の高低が鮮明であった。
ボールカウント別安打出現率はボールカウント 0-0 のケースで 23.5%となり最も高くなっ
た。続いて 2-2 のボールカウントで 17.6%，1-0 のボールカウントで 14.7%，0-1 と 1-2 のボ
ールカウントで 11.8%となった。0-2 と 2-0 のボールカウントでは安打が出現しなかった。




ボールカウント毎の打率ではボールカウント 0-0 からボールカウント 3-2 までの 12 のケー
スのうち，最も打率が高かったのはボールカウント 2-0 のケースで打率.750 であった。打
率が.300 を越えたのはこのケースだけであり，続いて打率が高かったボールカウント 2-1
のケースでは打率が.250 で， 2 番目に打率が高いケースでも打率.300 を下回っていた。さ
らに打率.200 を越えているケースを見ても， ボールカウント 2-1 のケースで打率.222 を記
録しているのみであり，それ以外の 8 ケースでは 打率.200 に満たなかった。ボールカウ
ント別安打出現率はボールカウント 0-0 のケースが一番高く 26.9%，続いて 11.5%でボール
カウント 1-1，1-2，2-0，2-2 の 4 ケースが続いた。そして 0-2，1-2，2-2，3-2 といった 2
ストライクを取られているケースで の打率が低い傾向があり，ボールカウント 0-2 に関し
ては 20 打数あったが安打は 1 本も出現しなかった。また， 平行カウントの打率について
は比較的高くなる傾向が認められた。なお，ボールカウント 3-0 については打数そのもの
が 0 であった。（表 5） 
打撃成績下位グループの走者の有無による傾向を見てみると，走者が塁上にいないケース
では，140 打数 19 安打，打率は.136 であった。ボールカウント毎の打率ではボールカウン
ト 0-0 からボールカウント 3-2 までの 12 のケースのうち，打率.300 を越えたのはボールカ
ウント 3-1 のケースのみであり，その打率は.333 であった。それ以外のケースでは全て打
率.275 以下であった。その中でも特に打率が低かったのはボールカウント 0-1，0-2，1-0，
1-2，3-2 の 5 ケースであり，打率は.100 を下回っていた。ボールカウント別安打出現率は
ボールカウント 0-0 のケースで 31.6%とほかのボールカウントのケースと比較して突出し
ていた。続いて高かったのはボールカウント 1-1 のケースで 15.8%であった。なお，ボー
ルカウント 3-0 については打数そのものが 0 であった。（表 6） 
走者 1 塁のケースでは 29 打数 3 安打，打率は.103 であった。打撃成績上位グループのと
きと同様に， 打数自体がほかのケースと比較して少なかったため，ボールカウント 3-0，
3-1，3-2 の 3 ケースで打数が 0 であった。したがって，安打数の出現があまり見られず，3
本記録したのみであった。 これらのことから， 安打が出現した 0-0，1-0，2-0 の 3 ケース
が打率，安打出現率とも高くなり，それ以外のボールカウントでは安打数が 0 であった。
（表 7） 
走者が得点圏にいるケースでは 55 打数 4 安打で打率は.073 であった。打数は比較的多か
ったものの，安打数が 4 本と非常に少なかった。従って，安打が出現した 4 ケースと出現
しなかった 6 ケースに分かれた。安打が出現したボールカウントは 0-1,1-2,2-0,2-2 のボー
ルカウントであったが 0-1 と 2-0 は打数自体が少なく ，1-2 では 15 打数,2-2 では 9 打数と
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 全部で 12 ケースあるボールカウントのうち「投手有利」といわれる 0-1，0-2，1-2 の 3








 はじめに，打撃成績上位グループの走者無し・走者 1 塁・走者得点圏の 3 つの状況の合
計について，安打出現時の傾向を見てみると全安打数 100 のうち 40 本の安打が 0-0，0-1，
1-0 の 3 つのケースに出現している。これは初球および 2 球目に総安打数の 40%が集中し
ているということであり，非常に高い割合である。この 3 つのケースは 0-0，1-0 が打者有
利，0-1 が投手有利だといわれているが，今回の研究では 3 ケース全てで.450 以上の打率




有利だと言われている 0-2 のケースでの 打率が.360 という 高い打率になっている。した
がって，投手は 1 球目，2 球目に細心の注意を払って打者を追い込んだとしてもむやみに 3
球勝負を挑むことは危険である。一方， ほかのケースでは 1-2，3-2，2-0 のボールカウン
トで打率が.300 を切っている。これらのことから投手は 1 球目，2 球目を慎重に投球し，3
球目以降は 3-2 までボールカウントが進むことを嫌がらずに，ボールになるコースや球種
を選択して 投球する必要がある。また，3-1，3-2 のケースでの打数が合わせて 35 打数あ
るのに対し，3-0 での打数が 0 であったが， これは 3-0 からの投球に対しては見送るか空
振りもしくはファールしか出現せず，安打もしくは凡打の出現は無かったということであ





 走者の状況別で見てみると，走者がいないケースでは 2-2 からの安打出現率が高かった
が，それほど大きな偏りは見られなかった。走者が得点圏にいるケースは，出現する安打










まず，打撃成績下位グループの走者無し・走者 1 塁・走者得点圏の 3 つの状況の合計につ
いて，安打出現時の全体傾向を見てみると，2-0，2-1，3-1 という打者有利のボールカウン
トで比較的打率が高い傾向があった。一方，0-2，1-2 といった 2 ストライクで投手有利な
ボールカウントではほとんど安打が出現することは無かった。打撃成績下位グループでは，
「打者有利」，「投手有利」といった状況がそのまま表れた 打率となった。一方，0-0 のボ









ルカウントで走者なしの時には安打の 32%にあたる 6 本の安打が出ているのに対して，走
者が得点圏にいる状況では 1 本も安打が出現していないなど，ケースによってさまざまで
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⑤打撃成績下位グループの 3 ボールからの打率を考慮すると，2-0 というボールカウント































⑤打撃成績下位グループの 3 ボールからの打率を考慮すると，2-0 というボールカウント





図 1 走者の状況 
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カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
274 100 0.365 100%
32 16
22 10





0.467 14.0%1-0 30 14
1-1 25 9 0.360
11.0%1-2 43 11 0.256
2-0 8 2 0.250 2.0%
6 0.333 6.0%2-1 18
17.0%2-2 50 17 0.340
3-0 0 0 ━ ━
3-1 7














カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
274 100 0.365 100%
32 16
22 10





0.467 14.0%1-0 30 14
1-1 25 9 0.360
11.0%1-2 43 11 0.256
2-0 8 2 0.250 2.0%
6 0.333 6.0%2-1 18
17.0%2-2 50 17 0.340
3-0 0 0 ━ ━
3-1 7
6.0%3-2 28 6 0.214
5 0.714 5.0%
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  カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
153 50 0.327 100%
1-2
1-0 15 5 0.333 10.0%
1-1 14 5 0.357 10.0%
0-0 15 5 0.333 10.0%
0-1 11 5 0.455 10.0%
0-2 8 4 0.500 8.0%
0.200 10.0%
2-0 3 1 0.333 2.0%
25 5
2-1 10 3 0.300 6.0%
2-2 29 9 0.310 18.0%
3-0 0 0 ━ ━
3-1 4 3 0.750 6.0%
10.0%3-2 19 5 0.263
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  カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
31 16 0.516 100%
1-0
━ ━




4 3 0.750 18.8%









2-1 3 2 0.667 12.5%
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  カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
31 16 0.516 100%
1-0
━ ━




4 3 0.750 18.8%









2-1 3 2 0.667 12.5%




3-1 1 0 0.00 0%
0 ━ ━
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カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
90 34 0.378 100%
0-2 3
13 8 0.615 23.5%0-0
1-0 8
0-1 7 4 0.571 11.8%
0 0.00 0%
1-1 9 3 0.333
0.625 14.7%5
8.8%
0.333 11.8%1-2 12 4
2-0 4 0 0.00 0%
0.200 2.9%5 12-1
0.333 17.6%2-2 18 6
3-0 0 0 ━ ━
2 2 1.00 5.9%3-1
0.111 2.9%3-2 9 1
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カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
224 26 0.116 100%
0.050 3.8%3-2 20 1
3-1 4 1 0.250 3.8%
━3-0 0 0
2-2 26 3 0.115
━
11.5%
0.222 7.7%2-1 9 2
2-0 4 3 0.750 11.5%
11.5%1-2 53 3
1-1 19 3 0.158
0.057
11.5%
0.059 3.8%1-0 17 1
0-2
0-0 36 7 0.194 26.9%
20 0 0.00 0.0%








カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
90 34 0.378 100%
0-2 3
13 8 0.615 23.5%0-0
1-0 8
0-1 7 4 0.571 11.8%
0 0.00 0%
1-1 9 3 0.333
0.625 14.7%5
8.8%
0.333 11.8%1-2 12 4
2-0 4 0 0.00 0%
0.200 2.9%5 12-1
0.333 17.6%2-2 18 6
3-0 0 0 ━ ━
2 2 1.00 5.9%3-1
0.111 2.9%3-2 9 1
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」９号 
論文：大学野球における状況別打撃結果についての一考察 




カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
224 26 0.116 100%
0.050 3.8%3-2 20 1
3-1 4 1 0.250 3.8%
━3-0 0 0
2-2 26 3 0.115
━
11.5%
0.222 7.7%2-1 9 2
2-0 4 3 0.750 11.5%
11.5%1-2 53 3
1-1 19 3 0.158
0.057
11.5%
0.059 3.8%1-0 17 1
0-2
0-0 36 7 0.194 26.9%
20 0 0.00 0.0%
0-1 16 2 0.125 7.7%
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カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
140 19 0.136 100%
3-2 14 1 0.071 5.3%
3-1 3 1 0.333 5.3%
3-0 0 0 ━ ━
2-2 13 2 0.154 10.5%
2-1 8 2 0.250 10.5%
2-0 1 1 1.00 5.3%
1-2 30 2 0.067 10.5%
1-1 11 3 0.273 15.8%
1-0 11 0 0.00 0.0%
0-2 12 0 0.00 0.0%
0-0 25 6 0.240 31.6%
0-1 12 1 0.083 5.3%
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カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
29 3 0.103 100%
0 0 ━ ━3-2
━ ━3-1 0 0
0 0 ━ ━3-0
0.00 0%2-2 4 0
1 0 0.00 0%2-1
1.00 33%2-0 1 1
8 0 0.00 0%1-2
0.00 0%1-1 4 0
2 1 0.500 33%1-0
0-2
0-0 3 1 0.333 33%
4 0 0.00 0%
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カウント 打数 安打数 打率 安打出現率
55 4 0.073 100%
0 0.00 0.0%3-2 6
3-1 1 0 0.00
0 ━ ━3-0 0
0.0%
25.0%2-2 9 1 0.111
━ ━02-1 0
2-0 2 1 0.500
1 0.067 25.0%1-2 15
25.0%
0.0%1-1 4 0 0.00
0.00 0.0%01-0 4
0-2 4 0 0.00 0.0%
0-0 8 0 0.00 0.0%
0-1 2 1 0.500 25.0%
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表 9 打撃成績上位者と下位者の状況別打率についての検定 
 
 投手有利 打者有利 合計 
上位グループ 0.305 0.456 0.762 
下位グループ 0.052 0.236 0.287 
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論文：ハービー・ぺニックのスイング観についての狭義 KJ 法による究明 
ハービ ・ーぺニックのスイング観についての狭義 KJ 法による究明：
『奇跡のゴルフレッスン』におけるスイングの見解の把握 
An Investigation of Harvey Penick’s Philosophy of Swing with KJ 
Method : Understanding His Thoughts of Swing in Japanese Edition 
of “Harvey Penick’s Little Red Book” 
 


















キーワード：ハービー・ペニック、ゴルフ、指導者、スイング観、狭義 KJ 法 
 
１．目的 
この研究は、アメリカ合衆国の歴史的なゴルフ指導者であるハービ ・ーペニック（Harvey 
Penick）のゴルフに関する見解の一つ、スイングについての見解を彼の著書に基づいて特
徴を把握して、その特徴から彼のスイング観を解明することを目的とする。 
ペニックはゴルフクラブに所属するプロゴルファー、いわゆるクラブプロであった。彼
は晩年までゴルフの指導に携わり、ゴルフ教師と呼ばれるほどの業績を残した。ペニック
は、非常にユニークなゴルフ指導者である。なぜなら、彼はゴルフの商業的な活動の一つ
である指導書の出版について、慎重な姿勢を崩さなかったのである１）。ペニックの初めて
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